
位置図

5.4  活動性評価 まとめ －K-14－
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鉱物脈法により，K-14に後期更新世以降の活動は認められない。

K-14の評価

上載地層法による評価

・約12～13万年前以前の地形面，地層
が確認できないことから，上載地層法
による評価を実施できない。

Ｋ－１４(EL0m)

H- —0.3-80孔

・I/S混合層が認められたH— -0.3-80孔において，鉱物脈法による評価を行った。

鉱物脈法に関する評価地点

鉱物脈法による評価

・ボーリングコアで認められるK-14にお
いて，巨視的観察及び微視的観察によ
り，最新ゾーンの境界に最新面を認定
した。

・微視的観察により確認した粘土鉱物は，
EPMA分析（定量）及びXRD分析の結果
から，I/S混合層であると判断される。

・EPMA分析（マッピング）及び薄片観察
により，粘土鉱物（I/S混合層）の分布
範囲を確認した結果，粘土鉱物（I/S混
合層）は最新ゾーン及びその周辺に分
布している。

・最新面付近には広く粘土鉱物（I/S混合
層）が分布し，最新面が不明瞭かつ不
連続になっており，不連続箇所の粘土
鉱物（I/S混合層）に変位・変形は認め
られない。

⇒K-14の最新活動は，I/S混合層の生
成以前である。

H- -0.3-80孔（P.315）

・I/S混合層は，少なくとも後期更新世以
降に生成したものではない。

評価に用いる変質鉱物（P.74）



K-18については，地表付近まで連続しないため，
EL0mでの延長位置を で図示

位置図
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5.4  活動性評価 まとめ －K-18－

・I/S混合層が認められたH-0.2-75孔において，鉱物脈法による評価を行った。

H-0.2-75孔

鉱物脈法に関する評価地点

鉱物脈法により，K-18に後期更新世以降の活動は認められない。

K-18の評価

・ボーリングコアで認められるK-18にお
いて，巨視的観察及び微視的観察に
より，最新ゾーンの境界に最新面を認
定した。

・微視的観察により確認した粘土鉱物は，
EPMA分析（定量）及びXRD分析の結
果から，I/S混合層であると判断される。

・EPMA分析（マッピング）及び薄片観察
により，粘土鉱物（I/S混合層）の分布
範囲を確認した結果，粘土鉱物（I/S混
合層）は最新ゾーン及びその周辺に分
布している。

・最新面付近には広く粘土鉱物（I/S混
合層）が分布し，最新面が不明瞭かつ
不連続になっており，不連続箇所の粘
土鉱物（I/S混合層）に変位・変形は認
められない。

⇒K-18の最新活動は，I/S混合層の生
成以前である。

上載地層法による評価

・約12～13万年前以前の地形面，地層
が確認できないことから，上載地層法
による評価を実施できない。 H-0.2-75孔（P.328）

鉱物脈法による評価

Ｋ－１８(EL0m)

・I/S混合層は，少なくとも後期更新世以
降に生成したものではない。

評価に用いる変質鉱物（P.74）
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5.4  活動性評価 まとめ －総合評価－

【上載地層法による活動性評価】

○トレンチ調査の結果，S-1，S-2・S-6，S-4は，直上に分布する堆積物に変位・変形を与えていない。

○S-2・S-6の直上に分布する中位段丘Ⅰ面を構成する堆積物は，礫の平均真円度による評価の結果，海成堆積物（MⅠ段丘堆積物）と認定した。

○S-1及びS-4の直上に分布する高位段丘Ⅰa面を構成する堆積物は，礫の平均真円度による評価の結果，海成堆積物（HⅠa段丘堆積物）と認定した。

○中位段丘Ⅰ面の前縁において被覆層の下部にSK（10.5万年前）を確認したことから，中位段丘Ⅰ面はSK降灰直前の高海面期であるMIS5e（約12～13万年前）に
形成されたと判断し，高位段丘Ⅰa面は，MIS5eの旧汀線高度より高い標高に分布することから，約12～13万年前より古い高海面期に形成されたと判断した。した
がって，段丘面形成時に堆積したMⅠ段丘堆積物及びHⅠa段丘堆積物は，約12～13万年前以前の地層である。

○以上より，S-1，S-2・S-6，S-4の最新活動は，MⅠ段丘堆積物あるいはHⅠa段丘堆積物の堆積以前であり，少なくとも後期更新世以降の活動は認められない。

【鉱物脈法による活動性評価】

○薄片観察の結果，S-1，S-2・S-6，S-4，S-5，S-7，S-8，K-2，K-3，K-14，K-18の最新面付近には広く粘土鉱物が分布し，最新面は不明瞭かつ不連続になってお
り，不連続箇所の粘土鉱物に変位・変形は認められない。

○この粘土鉱物は，粘土分を濃集したXRD分析による結晶構造及びEPMA分析による化学組成を踏まえると，数十％のイライトが混合するイライト／スメクタイト混合
層（I/S混合層）である。

○文献に基づくI/S混合層の生成温度は，約12～13万年前以降の敷地の推定地温分布よりも数十℃以上高いため，I/S混合層は，約12～13万年前以降の敷地の
地温分布では，その確認標高で生成せず，少なくとも後期更新世以降に生成したものではない。

○I/S混合層が敷地周辺の穴水累層中にも広く認められること及び砕屑岩脈が地下深部の高封圧下で形成したと考えられることを踏まえると，I/S混合層は，地下深
部で生成し，敷地周辺一帯が隆起したと考えられる。地殻の隆起速度を一定と仮定すると，I/S混合層の生成温度が約50℃以上であることから，地下深部におけ
る生成年代は約6Ma以前と推定される。なお，曹長石化しない程度の熱水によりI/S混合層が生成した可能性も否定できず，その場合の生成年代は9Ma以前と考
えられる。

○よって，I/S混合層は少なくとも後期更新世以降に生成したものではない。

○以上より，S-1，S-2・S-6，S-4，S-5，S-7，S-8，K-2，K-3，K-14，K-18の最新活動は，I/S混合層の生成以前であり，少なくとも後期更新世以降の活動は認めら
れない。

○さらに，薄片観察の結果，S-1では，砕屑岩脈が最新面及び最新ゾーン全体を横断して分布し，横断箇所に変位・変形は認められない。

○砕屑岩脈は，未固結な状態で高い圧力を受けて貫入したことが示唆されること等から，地下深部の高封圧下で形成した。一方で，砕屑岩脈の確認位置は，約12
～13万年前以降，現在とほぼ同じ低封圧下にあり，高封圧下で形成する砕屑岩脈は形成しない。よって，砕屑岩脈は少なくとも後期更新世以降に形成したもので
はない。

○以上より，S-1の最新活動は，砕屑岩脈の形成以前であり，少なくとも後期更新世以降の活動は認められない。

○ 上載地層法及び鉱物脈法により，S-1，S-2・S-6，S-4，S-5，S-7，S-8，K-2，K-3，K-14，K-18は，いずれも後期更新世以降の活動は認められない。

○ 以上のことから，敷地内に分布する36本の断層は，いずれも将来活動する可能性のある断層等ではないと評価する。



【位置図（評価地点）】

評価対象
断層

上載地層法 鉱物脈法

S-1 １地点
駐車場南東方

トレンチ
３地点

H-6.6-1孔
H-6.7孔

M-12.5”孔

（イライト/スメクタイト混合層）
（イライト/スメクタイト混合層）
（砕屑岩脈）

S-2・S-6 １地点 No.2トレンチ ３地点
K-6.2-2孔
F-8.5’孔

E-8.5-2孔

（イライト/スメクタイト混合層）
（イライト/スメクタイト混合層）
（イライト/スメクタイト混合層）

S-4 １地点 35ｍ盤トレンチ ２地点
E-8.50’’’孔

E-8.60孔
（イライト/スメクタイト混合層）
（イライト/スメクタイト混合層）

S-5 － １地点 R-8.1-1-3孔（イライト/スメクタイト混合層）

S-7 － ２地点
H-5.4-1E孔

H-5.7’孔
（イライト/スメクタイト混合層）
（イライト/スメクタイト混合層）

S-8 － １地点 F-6.75孔（イライト/スメクタイト混合層）

K-2 － １地点 H-1.1-87孔（イライト/スメクタイト混合層）

K-3 － １地点 M-2.2孔（イライト/スメクタイト混合層）

K-14 － １地点 H- -0.3-80孔（イライト/スメクタイト混合層）

K-18 － １地点 H-0.2-75孔（イライト/スメクタイト混合層）

各断層の活動性評価に関する評価地点

( )は，評価に用いた変質鉱物等

位置図

凡 例
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防潮堤基礎部

２号機 １号機

K-18については，地表付近まで連続しないため，
EL0mでの延長位置を で図示

35ｍ盤トレンチ

No.2トレンチ

駐車場南東方トレンチ

H- -0.3-80孔

H-0.2-75孔

M-2.2孔

H-5.7’孔

H-5.4-1E孔

F-6.75孔

F-8.5’孔

E-8.5-2孔

R-8.1-1-3孔

H-6.6-1孔
H-6.7孔

E-8.60孔
E-8.50’’’孔

M-12.5”孔

K-6.2-2孔

H-1.1-87孔
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第875回審査会合 資料1
P.369 一部修正

【活動性評価一覧表】
〇：確認される －：該当なし

評価
対象断層

評価手法 評価地点
評価に用いた地層

または
変質鉱物等

断層と上載地層との関係

最新ゾーンにおける
直線性・連続性の
よい面構造の有無

断層活動（最新面）と変質鉱物との関係

活動性評価断層の直上に分布する
地層に変位・変形は

認められない

最新面及び最新ゾーン全体
を横断し，横断箇所に変位・

変形は認められない

最新面が不明瞭かつ不連続
になっており，不連続箇所の

変質鉱物に変位・変形は
認められない

S-1

上載地層法 駐車場南東方トレンチ HⅠa段丘堆積物 〇

後期更新世以降の
活動は認められない

鉱物脈法

H-6.6-1孔 イライト／スメクタイト混合層 有 － 〇

H-6.7孔 イライト／スメクタイト混合層 有 － 〇

M-12.5”孔 砕屑岩脈 有 〇 －

S-2・S-6

上載地層法 No.2トレンチ MⅠ段丘堆積物 〇

後期更新世以降の
活動は認められない

鉱物脈法

K-6.2-2孔 イライト／スメクタイト混合層 有 － 〇

F-8.5’孔 イライト／スメクタイト混合層 有 － 〇

E-8.5-2孔 イライト／スメクタイト混合層 有 － 〇

S-4

上載地層法 35m盤トレンチ HⅠa段丘堆積物 〇
後期更新世以降の

活動は認められない
鉱物脈法

E-8.50’’’孔 イライト／スメクタイト混合層 有 － 〇

E-8.60孔 イライト／スメクタイト混合層 有 － 〇

S-5 鉱物脈法 R-8.1-1-3孔 イライト／スメクタイト混合層 有 － 〇
後期更新世以降の

活動は認められない

S-7 鉱物脈法
H-5.4-1E孔 イライト／スメクタイト混合層 有 － 〇 後期更新世以降の

活動は認められない
H-5.7’孔 イライト／スメクタイト混合層 有 － 〇

S-8 鉱物脈法 F-6.75孔 イライト／スメクタイト混合層 有 － 〇
後期更新世以降の

活動は認められない

K-2 鉱物脈法 H-1.1-87孔 イライト／スメクタイト混合層 有 － 〇
後期更新世以降の

活動は認められない

K-3 鉱物脈法 M-2.2孔 イライト／スメクタイト混合層 有 － 〇
後期更新世以降の

活動は認められない

K-14 鉱物脈法 H- -0.3-80孔 イライト／スメクタイト混合層 有 － 〇
後期更新世以降の

活動は認められない

K-18 鉱物脈法 H-0.2-75孔 イライト／スメクタイト混合層 有 － 〇
後期更新世以降の

活動は認められない



〔１〕 断層の系統区分について コメントNo.108

〔２〕 斜長石の変質について コメントNo.109

評価対象断層の選定に関するコメント回答
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〔1〕 断層の系統区分について
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〔1〕断層の系統区分について

○「走向」，「傾斜」，「運動方向（固結した破砕部）」，「運動方向（粘土状破砕部）」の4項目のデータに基づき，系統区分を行った結果，6系統に区分された（下表，次頁，
次々頁）。

○系統区分された断層はいずれも「傾斜角度」は高角，「運動方向（固結した破砕部）」は正断層であったことから，系統区分の名称については，以下のとおり，「走向」，
「傾斜方向」，「運動方向（粘土状破砕部）」を用いた。
Ⅰ・西・逆系＝「走向：Ⅰ系（NW-SE系）」・「傾斜方向：西傾斜」・「運動方向（粘土状破砕部）：逆断層」
Ⅰ・東・右系＝「走向：Ⅰ系（NW-SE系）」・「傾斜方向：東傾斜」・「運動方向（粘土状破砕部）：右横ずれ断層」
Ⅰ・東・正系＝「走向：Ⅰ系（NW-SE系）」・「傾斜方向：東傾斜」・「運動方向（粘土状破砕部）：正断層」
Ⅱ・西・逆系＝「走向：Ⅱ系（N-S～NE-SW系）」・「傾斜方向：西傾斜」・「運動方向（粘土状破砕部）：逆断層」
Ⅱ・西・左系＝「走向：Ⅱ系（N-S～NE-SW系）」・「傾斜方向：西傾斜」・「運動方向（粘土状破砕部）：左横ずれ断層」
Ⅱ・東・逆系＝「走向：Ⅱ系（N-S～NE-SW系）」・「傾斜方向：東傾斜」・「運動方向（粘土状破砕部）：逆断層」

位置図

系統区分結果

【傾斜】
高角

系統区分された断層

系統区分されない断層

断層名
走向・傾斜 運動方向

系統区分
一般走向（真北）と系統 傾斜 固結した破砕部 粘土状破砕部

S-8 N28°W Ⅰ 58° SW 正断層 左横ずれ逆断層（縦ずれ卓越） Ⅰ・西・逆系

S-1 N60°W Ⅰ 80～70° NE 正断層 右横ずれ逆断層（横ずれ卓越）
Ⅰ・東・右系

B-3 N42°W Ⅰ 82° NE 正断層 右横ずれ逆断層（横ずれ卓越）

K-4 N56°W Ⅰ 85° NE 正断層 左横ずれ正断層（縦ずれ卓越） Ⅰ・東・正系

S-2・S-6 N11°E Ⅱ 60° NW 正断層 左・右横ずれ逆断層（縦ずれ卓越）
Ⅱ・西・逆系

K-14 N7°E Ⅱ 66° NW 正断層 左・右横ずれ逆断層（縦ずれ卓越）

S-4 N29°E Ⅱ 66° NW 正断層 左横ずれ逆断層（横ずれ卓越） Ⅱ・西・左系

K-2 N19°E Ⅱ 72° SE 正断層 右・左横ずれ逆断層（縦ずれ卓越）

Ⅱ・東・逆系

K-18 N8°E Ⅱ 78° SE 正断層 右横ずれ逆断層（縦ずれ卓越）

K-16 N10°W Ⅱ 67° NE 正断層 右・左横ずれ逆断層（縦ずれ卓越）

K-15 N4°E Ⅱ 68° SE 正断層 逆断層（縦ずれ卓越）

K-13 N12°E Ⅱ 74° SE 正断層 左横ずれ逆断層（縦ずれ卓越）

K-12 N21°W Ⅱ 72° NE 正断層 右横ずれ逆断層（縦ずれ卓越）

K-25 N1°W Ⅱ 65° NE 正断層 逆断層（縦ずれ卓越）

K-21 N4°E Ⅱ 66° SE 正断層 右横ずれ逆断層（縦ずれ卓越）

K-17 N18°E Ⅱ 78° SE 正断層 右横ずれ逆断層（縦ずれ卓越）

K-23 N10°E Ⅱ 65° SE 正断層 右・左横ずれ逆断層（縦ずれ卓越）

K-19 N12°W Ⅱ 65° NE 正断層 右横ずれ逆断層（縦ずれ卓越）

K-22 N9°W Ⅱ 73° NE 正断層 右横ずれ逆断層（縦ずれ卓越）

K-26 N14°E Ⅱ 68° SE 正断層 左横ずれ逆断層（縦ずれ卓越）

K-20 N15°E Ⅱ 63° SE 正断層 左横ずれ逆断層（縦ずれ卓越）

*： － は存在しないもの。

断層名
走向・傾斜 運動方向*

系統区分
一般走向（真北）と系統 傾斜 固結した破砕部 粘土状破砕部

K-5 N63°W Ⅰ 64° NE 正断層 不明 不明

S-7 N41°W Ⅰ 60° SW 不明 右横ずれ逆断層（縦ずれ卓越） 不明

K-24 N58°W Ⅰ 89° NE 不明 － 不明

K-1 N4°E Ⅱ 58° SE 正断層 － 不明

K-3 N16°E Ⅱ 70° SE 正断層 － 不明

S-5 N4°E Ⅱ 70° SE 不明 左横ずれ正断層（縦ずれ卓越） 不明

K-6 N2°W Ⅱ 60° NE 不明 － 不明

K-7 N8°W Ⅱ 88° NE 不明 － 不明

K-8 N15°W Ⅱ 80° NE 不明 － 不明

K-9 N10°E Ⅱ 88° SE 不明 － 不明

K-10 N16°W Ⅱ 62° NE 不明 － 不明

K-11 N14°E Ⅱ 70° NW 不明 － 不明

S-9 N35°E Ⅱ 50° NW 不明 不明 不明

系統区分： Ⅹ・◇・○系
粘土状破砕部の条線方向が縦ずれ卓越の場合（正断層 or 逆断層）
粘土状破砕部の条線方向が横ずれ卓越の場合（右横ずれ or 左横ずれ）

走向 Ⅰ系（NW-SE系） or Ⅱ系（N-S～NE-SW系）

傾斜方向 東 or 西

K-18，K-19，K-22，K-25，K-26
（Ⅱ・東・逆系）については地表
付近まで連続しないため平面図
には記載していない

第902回審査会合 資料1
P.156 一部修正

コメントNo.108の回答
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コメントNo.108の回答

【 ４項目のデータに基づく系統区分（区分図）】

Ⅰ系
（NW-SE系）

Ⅱ系
（N-S～NE-SW系）

高角，西傾斜

正断層

逆断層

Ⅰ・東・右系

S-1，B-3

Ⅰ・西・逆系

S-8

系統区分

Ⅰ・東・正系

K-4

Ⅱ・西・逆系

S-2・S-6，K-14

Ⅱ・西・左系

S-4

Ⅱ・東・逆系

K-2，K-12，K-13
K-15～K-23
K-25，K-26

運動方向
（粘土状破砕部）

運動方向
（固結した破砕部）

傾斜
（角度，方向）

走向

高角，東傾斜 高角，西傾斜 高角，東傾斜

正断層 正断層 正断層

右横ずれ断層 正断層 逆断層 左横ずれ断層 逆断層

不明

S-5，S-7，S-9，K-1，K-3，K-5，K-6，K-7，K-8，K-9，K-10，K-11，K-24

系統区分： Ⅹ・◇・○系
粘土状破砕部の条線方向が縦ずれ卓越の場合（正断層 or 逆断層）
粘土状破砕部の条線方向が横ずれ卓越の場合（右横ずれ or 左横ずれ）

走向 Ⅰ系（NW-SE系） or Ⅱ系（N-S～NE-SW系）

傾斜方向 東 or 西



S-2・S-6
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系統区分結果
（シュミットネット 下半球等積投影図）

N

S-9
S-4

K-2K-17

K-3
K-20

K-11

K-26
K-9

K-18

K-14

K-21

K-16

K-12

K-7

K-8

K-10

K-5

K-4

S-1（70゜）B-3

S-7

S-8

K-19

K-15
K-1S-5

K-6

K-22

K-23

K-24

K-25

K-13

コメントNo.108の回答

Ⅰ・西・逆系（S-8）

Ⅰ・東・右系（S-1，B-3）

Ⅰ・東・正系（K-4）

Ⅱ・西・逆系（S-2・S-6，K-14）

Ⅱ・西・左系（S-4）

Ⅱ・東・逆系（K-2，K-12，K-13，K-15～K-23，K-25，K-26）

不明（S-5，S-7，S-9，K-1，K-3，K-5～K-11，K-24）

【 ４項目のデータに基づく系統区分（シュミットネット）】

系統区分： Ⅹ・◇・○系
粘土状破砕部の条線方向が縦ずれ卓越の場合（正断層 or 逆断層）
粘土状破砕部の条線方向が横ずれ卓越の場合（右横ずれ or 左横ずれ）

走向 Ⅰ系（NW-SE系） or Ⅱ系（N-S～NE-SW系）

傾斜方向 東 or 西

S-1（80゜）

30°

60°

90°

傾斜
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〔2〕 斜長石の変質について
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○標高12.66m～-945.90mまでの間の5地点においてEPMA分析により敷地の斜長石の曹長石化の検討を行った結果，いずれの斜長石も概ね曹
灰長石～亜灰長石を示し，曹長石化は認められない。

上図は，黒田・諏訪（1983）を基に作成した。 分析結果の詳細はP.52～55

破砕部近傍の安山岩中（L-6’孔，EL-11.97m）

Or (KAlSi3O8) カリ長石

Ab
(NaAlSi3O8)

An
(CaAl2Si2O8)

粘土状破砕部中（E-8.5-2孔，EL12.66m）

Or (KAlSi3O8) カリ長石

Ab
(NaAlSi3O8)

An
(CaAl2Si2O8)

固結した破砕部中（E-8.5-2孔，EL12.66m）

Or (KAlSi3O8) カリ長石

Ab
(NaAlSi3O8)

An
(CaAl2Si2O8)

Or (KAlSi3O8) カリ長石

Ab
(NaAlSi3O8)

An
(CaAl2Si2O8)

白色変質部付近（K-13.6孔，EL-422.50m）

Or (KAlSi3O8) カリ長石

Ab
(NaAlSi3O8)

An
(CaAl2Si2O8)

白色変質部付近（K-13.6孔，EL-507.10m）

Or (KAlSi3O8) カリ長石

Ab
(NaAlSi3O8)

An
(CaAl2Si2O8)

白色変質部付近（K-13.6孔，EL-945.90m）

〔2〕斜長石の変質について
コメントNo.109の回答

紫色は第875回審査会合からの追加分析箇所



【X線回折分析結果（２号機建設以前の調査）】
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X線回折分析に表れたピークの相対的強さ
◎：強 ○：中 △：弱 *：微

分析結果一覧（２号機建設以前の調査）

※1： ２号機建設以前の調査でS-3と称していた断層は，現在はS-1の一部と評価している。
※2：敷地の斜長石の曹長石化の検討を行った結果，いずれの斜長石にも曹長石化は認められなかった（詳細は，前頁）。

X線回折分析 測定諸元

Target:Cu

Voltage:40KV

Current:150mA

Full Scale Range:4000CPS

Time Constant:0.5Sec

Scanning Speed:4°/min

Chart Speed:4cm/min

Divergency:1°

Receiving Slit:0.15mm

Detector:SC

・粘土状破砕部（表中橙色）には，周辺の母岩の造岩鉱物である斜長石が主に含
まれ，変質鉱物として，クリストバライト，スメクタイト，赤鉄鉱が主に認められる。

X線回折分析結果（陸域 ２号機建設以前の調査）の詳細は，補足資料2.4-2 (1)

２号機建設以前の調査 凡例・諸元

試料採取位置図（２号機建設以前の調査）

I-5

SC-1

試掘坑A
SC-5施工検討調査

トレンチ

試験坑d

試掘坑F

試掘坑C

２号機 １号機

試料採取位置
(断層トレース位置に深度補正）

K-14

K-15

K-16
K-20

K-21
K-17

K-23

試料採取箇所

検出鉱物

石
英

ク
リ
ス
ト
バ
ラ
イ
ト

ト
リ
デ
ィ
マ
イ
ト

斜
長
石※

2

輝
石
類

フ
ィ
リ
プ
サ
イ
ト

普
通
角
閃
石

雲
母
鉱
物

轟
石

ス
メ
ク
タ
イ
ト

セ
ピ
オ
ラ
イ
ト

ハ
ロ
イ
サ
イ
ト

ク
リ
ノ
タ
イ
ロ
ラ
イ
ト

赤
鉄
鉱

黄
鉄
鉱

磁
赤
鉄
鉱

試料採取位置
（右図）

標高

敷
地
内
断
層

粘土状
破砕部

S-1 試掘坑Ａ EL -8m付近 △ ○ ○ ＊

S-2・S-6 SC-1孔 EL  -6.20m ○ ＊ ◎ ＊ ○ ＊

S-3※1 試掘坑C EL -8m付近 △ ◎ ○ ＊

S-4 試掘坑Ｆ EL -8m付近 ○ ○ △ △ △

S-5 試験坑d EL -8m付近 △ ◎ △ ◎ ＊

S-7 I-5孔 EL -93.95m ○ ＊ ◎ △ ＊ ○ △ ＊

S-8 施工検討調査トレンチ EL  11m付近 ◎ △ ＊

S-9 SC-5孔 EL  -6.13m ○ ◎ ＊ ◎ ＊

第902回審査会合 資料1
P.71 一部修正

コメントNo.109の回答

紫字は第902回審査会合からの追加箇所
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試料採取箇所

検出鉱物

石
英

ク
リ
ス
ト
バ
ラ
イ
ト

ト
リ
デ
ィ
マ
イ
ト

斜
長
石※

2

輝
石
類

フ
ィ
リ
プ
サ
イ
ト

普
通
角
閃
石

雲
母
鉱
物

轟
石

ス
メ
ク
タ
イ
ト

セ
ピ
オ
ラ
イ
ト

ハ
ロ
イ
サ
イ
ト

ク
リ
ノ
タ
イ
ロ
ラ
イ
ト

赤
鉄
鉱

黄
鉄
鉱

磁
赤
鉄
鉱試料採取位置

（次頁）
標高

敷
地
内
断
層

粘土状
破砕部

海岸部

K-2

G-1.5-80孔（図中a） EL -72.18m ± △ ± ± ±

H-1.1孔（図中b） EL -96.84m ± △ ± ± ＋

H-1.1-75孔（図中c） EL -45.48m △ △ ± ±

K-4 G-1.9-27孔（図中d） EL -34.56m △ ± △ ± ±

K-5 G-1.5-35孔（図中e） EL -18.50m △ △ ±

K-12 H-2.3-50孔（図中f） EL -28.41m ＋ △ ±

K-13 H-1.5-40孔（図中g） EL -20.14m 〇 △ ±

K-14 H- -0.5孔（図中h） EL -46.57m △ ± ± ±

K-15 H- -1.2孔（図中i） EL -23.51m △ 〇 ± ＋

K-16 H- -1.9孔（図中j） EL -21.41m ± △ ＋ ±

K-17 H- -3.0-65孔（図中k） EL -78.87m △ ± ± ＋ ±

K-18 H-0.2-60孔（図中v） EL -68.33m ＋ △ ±

K-19 H-0.2-75孔（図中w） EL -155.47m ＋ △ ± ± ±

K-20 H- -2.6孔（図中x） EL –9.42m 〇 △ ±

K-21 H- -3.0-45孔（図中y） EL -19.58m △ ± ±

K-22 H’-0.9-50孔（図中z） EL -18.96m △ ± ±

K-23 H- -1.80孔（図中α） EL -58.20m ± △ ± ± ＋

K-25 H- -2.18孔（図中β） EL -56.18m ± △ ＋ ±

K-26 H- -3.0-75孔（図中γ） EL -37.48m △ ± ±

陸域

S-1
岩盤調査坑（図中ｌ） EL -18.25m ＋ ○ △ ±

M-12.5''孔（図中ｍ) EL -21.66m △ ± ＋ ± ＋

S-2・S-6
L-6’孔（図中ｎ） EL  -2.29m ± ○ ＋ ±

E-8.6孔（図中o） EL    9.41m ＋ △ △ ±

S-4 E-8.50'孔（図中p） EL -35.41m △ ±

S-7 H-5.2孔（図中q） EL -44.08m ± △ ± ±

S-8 F-6.8孔（図中r） EL -12.63m △ ±

B-1 岩盤調査坑（図中s） EL -18.25m ＋ ○ △ ±

B-2 H-6.4孔（図中t） EL -19.39m △ ± ±

B-3 J-6.1孔（図中u） EL -10.31m ± ± △ ± ±

母
岩

安山岩
海岸部（図中ⅰ） 地表面※1 △ ○ ＋

M-14孔（図中ⅱ） EL -156.87m ± △ ± ±

凝灰角礫岩
海岸部（図中ⅲ） 地表面※1 ○ ± ＋

M-14孔（図中ⅳ） EL -145.08m △ ± ± ±

分析結果一覧（２号機建設以後の調査）

X線回折分析結果（陸域及び海岸部 ２号機建
設以後の調査，第671回審査会合以降の調査，
第849回審査会合以降の調査）の詳細は，補足
資料2.4-2 (2)（3）(4)

試料採取箇所

検出鉱物

石
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石
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イ
ト
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ト

ハ
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イ
ト

ク
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ノ
タ
イ
ロ
ラ
イ
ト

赤
鉄
鉱

黄
鉄
鉱

磁
赤
鉄
鉱試料採取位置

（次頁）
標高

敷
地
内
断
層

固結
した

破砕部

海岸部

K-1 海岸部（図中A） 地表面※1 ○ ＋ ±

K-2
海岸部（図中B） 地表面※1 ○ ± ±

H-1.1-80孔（図中C） EL -56.48m ＋ △ ± ± ＋

K-3 海岸部（図中D） 地表面※1 ± ○ ± ± ±

K-4 海岸部（図中E） 地表面※1 ○ ± ±

K-5 海岸部（図中F） 地表面※1 ○ ＋

K-6 海岸部（図中G） 地表面※1 ○ ± ±

K-7 海岸部（図中H） 地表面※1 △ ± ±

K-8 海岸部（図中I） 地表面※1 ○ ± ±

K-9 海岸部（図中J） 地表面※1 △ ＋ ±

K-10 海岸部（図中K） 地表面※1 △ ○ ± ± ＋

K-11 海岸部（図中L） 地表面※1 ○ ± ± ±

K-12 H-2.3-25孔（図中M） EL - 1.60m △ ±

K-13 H-1.5-40孔（図中N） EL -20.11m △ ± ± ±

K-14 H- -0.3-80孔（図中O） EL -27.61m ＋ △ ＋

K-15 H- -1.2孔（図中P） EL -23.57m ＋ 〇 ＋ ±

K-16 H- -1.5孔（図中Q） EL -70.68m △ ± ± ±

K-17 H- -3.0-45孔（図中R） EL -46.16m ＋ △ ± ±

K-18 H-0.2-75孔（図中W） EL -108.07m ＋ △ ＋ ±

K-19 H- -0.3-80孔（図中X） EL –125.12m ± ○ ＋ ± ±

K-20 H- -2.6孔（図中Y） EL -9.42m ○ ＋

K-21 H- -3.0-50孔（図中Z） EL -21.77m ± ○ ±

K-22 G-1.5-35孔（図中ア） EL -32.90m △ ＋ ± ±

K-23 H- -1.3孔（図中イ） EL -105.20m △ ± ± ±

K-25 H- -2.18孔（図中ウ） EL -56.18m ± △ ＋ ±

K-26 H- -3.0-65孔（図中エ） EL -31.11m ○ ＋ ±

陸域

S-1 岩盤調査坑（図中S） EL -18.25m ＋ ○ ＋ ±

S-2・S-6 H-6.6孔（図中T） EL  -42.70m ± △ ± ±

S-7 H-5.2-3孔（図中U） EL -23.51m ± △ ± ± ±

S-8 F-6.74-3孔（図中V） EL -5.49m ± ± △ ± ± ±

・粘土状破砕部（表中橙色）には，周辺の母岩の造岩鉱物である斜長石が主に含まれ，変質鉱物として，クリストバライト，スメクタイト，赤鉄鉱が主に認められる。
・固結した破砕部（表中水色）には，周辺の母岩の造岩鉱物である斜長石，輝石が主に含まれ，変質鉱物として，クリストバライト，スメクタイト，赤鉄鉱が主に認められる。

【X線回折分析結果（２号機建設以後の調査）】

２号機建設以後の調査 凡例・諸元

第902回審査会合 資料1
P.72 一部修正

コメントNo.109の回答

紫字は第902回審査会合からの追加箇所

※1：海岸部露岩域のEL0～2mで採取
※2：敷地の斜長石の曹長石化の検討を行った結果，いずれの斜長石にも

曹長石化は認められなかった（詳細は，前々頁）。



←W E→
③’③

K-2

K-1
K-4

K-5

K-22
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試料採取位置
(断層トレース位置に深度補正）

試料採取位置図（２号機建設以後の調査）

ⅰ

ⅲ

a

p

m
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r

U

V

A
D
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I
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K L

S
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ⅱ，ⅳ

e

d

l

２号機 １号機

t

u

s

K-14

K-15

K-16

K-20K-21

K-17

①

①
’

K-23

ア

f

MN，g

b

c

O

P，i

Q

j

C
h

①-①’断面図

凡例

試料採取位置

②-②’断面図

凡例

断層（主部を太線で表記）
（破線はさらに延長する可能性のある箇所）

試料採取位置

v

W

w

β，ウ

z

α

X

x，Y

イ

R

k

γ

Z
y

エ

断層（主部を太線で表記）
（破線はさらに延長する可能性のある箇所）

③-③’断面図

凡例

断層
（破線はさらに延長する可能性のある箇所）

試料採取位置

B

第902回審査会合 資料1
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コメントNo.109の回答
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